
全校児童で考えました 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

馬場小閉校プロジェクト 
 １０月２１日（月）の２・３限に、高学年発案の「馬場小閉校プロジェクト」に全校で

取り組みました。高学年の子ども達が、作業内容について、タブレットやモニターを使っ

て、分かりやすくプレゼンテーションをしました。 

 その後、縦割り班ごとにキーホルダー作りからスタートしました。プラ板に高学年がデ

ザインした絵を写し書きし、色塗りを行いました。次に縦割り班ごとに分担して、ペット

ボトルタワー作りを行いました。 

 閉校記念式典当日は、会場後方に展示を行いました。 

子ども達の力作が、閉校記念式典に花を添えました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２月の主な予定 

 ３日（火）授業５限、個別懇談① 

４日（水）授業５限、個別懇談② 

５日（木）授業５限、個別懇談③ 

６日（金）授業５限、個別懇談④ 

１１日（水）縦割り班大繩大会 

１３日（金）学習参観、臨時 PTA総会 

     学年懇談会 

 

１６日（月）地域子ども会 

２０日（金）期末４限授業 

      給食後下校 

２３日（月）期末４限授業 

      給食後下校 

２４日（火）２学期終業式 

２５日（水）冬季休業（～１月７日） 

１０月下旬、ある児童の下足の中に、３センチ程の長さのプラスチック片が入ってい
るのを発見しました。幸いその児童にけがはありませんでしたが、そのプラスチック片
は先がとがっており、気付かずに履いたら大きなけがにつながりかねないものでした。
状況からして、誰かが意図的に入れたのではないかと思える事案でした。学校ではこの
ことを重く受け止め、当該児童保護者の了承、教育委員会の指導のもと、以下のような
対応を行いました。 
＜対応について＞ 
・全校児童に対して、本件についての事実を、学級担任より伝える。 
・本件について事情を知っている、もしくは自分が行ってしまった等、知っている情報
があれば、学級担任に伝える。 

・本件について、子どもたちはどのように受け止めるか、または感じるか、アンケート
を実施し、本件は深刻かつ重大な出来事であることを、一人一人に理解してもらう。 

＜対応後について＞ 

・本件について、児童からの知っている情報はありませんでした。 
・学校としては、本件について深刻かつ重く受け止めています。同じ仲間の中に、間違
えた行動をしてしまった可能性がある事態を、放置することは絶対にしません。 

・今後、深刻な生徒指導事案が発生した場合は、便りやメール等でお知らせします。 
 



           馬場っ子みんなの合い言葉「やればできる」 

           馬場小だより 

          令和６年１１月２２日(金) 十日町市立馬場小学校 （編集：校長） 

           ※馬場小ＨＰ：学校日記も随時更新しています。合わせてご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童作 

馬場小学校 

ありがとうメッセージ 

（児童玄関上部掲示） 

1１月３日（日曜日・文化の日）、馬場小学校閉校記念式典が挙行されました。 
約３００名の御来賓等が出席され、厳粛な雰囲気の中、式が行われました。本式典を中心

となって準備していただいた実行委員長様のご挨拶の中で「思い出溢れる母校の閉校は誠
に寂しいが、悲しいことではない。小学校とともに培ってきた地域力を、未来を担う子ども
たちの新たな学校生活がより充実したものになるよう、今後も活かしていきましょう」とい
うお言葉が、大変印象的でした。母校を愛するが故に、今後の更なる子どもの成長を期待
し、そのために地域力を活かすという、とてもあたたかなメッセージでした。我々教職員一
同、この言葉を胸に、残り少ない馬場小学校での学校生活を、全力で支えていくことを、改
めてお誓い申し上げます。 
式典後は、児童による発表、記念碑除幕式、会場を移しての惜別の会が行われました。児

童による発表では、最後の在校生となる子どもたちの発表ということで、出席された皆様に
大きな感動を与えることができました。改めて馬場小学校の子どもたちを、誇りに思いまし
た。これまで支えていただきました、保護者・地域の皆様に心から感謝申し上げます。 

～閉校記念式典挙行 １５３年の歴史 誇りに～ 

令和６年度 第７号 

通算 第５００号 



各学年の活動 

第１学年  「学習の様子」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２学年  「読書の秋」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 国語の学習では、「いろいろなふね」を学びました。はじめは、教科書を読むこと

も苦手な子どもたち。授業中や、おうちでのおんどく練習を重ね、次第にスラスラと

教科書を読めるようになりました。算数では、引き算を学びました。二けたの計算で、

サクランボ計算を活用ながら学びました。はじめは、「え～、どうやってやるの？」

「わからない～」と、戸惑っていました。しかし、授業を何度も重ね、次第に素早く

計算ができるようになり、「おれ、ゆびつかわなくてもわかるよ～。」という声を聞

くこともありました。 

                                                              

                                                     

                                             

                                                  

                                             

                                         

 

 ２年生では、読書の秋ということで、本に親しむ活動をたくさん行いました。 

 その１  行ってみたいお話の世界について話し合いをしました。お話の世界で登場

人物たちとなにをしてみたいか、想像をふくらませて話しました。みんなでお話の世

界に行ったような気分になりました。 

 その２ 自分の選んだ本を、クラスのみんなに読み聞かせしました。登場人物になり

きって上手に読むことができました。読み聞かせのあと、友達が読んだ本を手に取る

様子がたくさん見られました。 

 活動を通して、みんなで本の世界を楽しむことができました。今後も、読書を身近

にし、本と仲良しになってほしいです。ご家庭でも引き続き、読書活動を取り入れて

いただけたらと思います。 

 



 第３・４学年 「果樹園のひみつを探る」～飯山市塩崎農園見学～ 

 

第５・６学年  「音楽交歓会」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１月７日、郡市小学校音楽交歓会が行われました。閉校記念式典でも披露した合

唱、合奏を発表しました。約７００人の前で発表するとあって、緊張した子どもの様

子が見受けられましたが、歌いだしてみればそんな雰囲気もなんのその、ホールに響

き渡る美しい歌声は今までで一番と言えるくらい素敵なものでした。合奏についても

高低の音がきれいに重なり合っていました。 

 

 

 １１月１２日（火）に、社会科の校外学習で長野県飯山市の塩崎農園に見学に行きま

した。塩崎農園はスクールバスで１時間ほど、飯山市の駅のすぐそばにありました。 

 一本の木からどのくらいのリンゴが収穫できるのか、長野県のリンゴがおいしい理

由など、丁寧に教えていただきました。その後、リンゴ狩り体験をし、青空の下、新鮮

なリンゴをおなか一杯食べました。リンゴをうまくもぎ取るコツも教えていただき、上

手に収穫できました。栽培されている４種類のリンゴは、味の違いがはっきり分かり、

もぎたてのリンゴのみずみずしさも実感しました。子ども達には大きな衝撃と発見が

ありました。       


